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遺
跡
及
び
木
簡
出
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遺
構
の
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要

新
堂
遺
跡
は
、
橿
原
市
の
西
方
、
葛
城
川
と
曽
我
川
に
挟
ま
れ
た
沖
積
地
に

立
地
す
る
。
当
遺
跡
は
、
京
奈
和
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
調
査
を
契
機
に
命

名

・
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
り
縄
文

時
代
か
ら
中
世
ま
で
の
複
合
遺

跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い

る
。
調
査
区
の
東
側
に
は
、
埋

則
没
河
川
が
条
里
の
乱
れ
と
し
て

士口
現
地
形
に
残
っ
て
お
り
、
今
回

糾
　
の
調
査
地
は
河
川
の
左
岸
に
あ

た
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
調

査
面
積
は
九
〇
〇
ポ
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
鎌
倉
時
代
に
埋
没
し
た
河
川
の
左
岸
と
、
左
岸
部
に
広
が
る

平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
屋
敷
地
を
確
認
し
た
。
屋
敷
地
に
関

す
る
遺
構
は
、
鎌
倉
時
代
の
区
画
溝
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掘
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戸
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で
あ
る
。

木
簡
は
、
鎌
倉
時
代
の
河
川
堆
積
土
か
ら
六
点
出
土
し
た
。
今
回
は
そ
の
う

ち
三
点
を
紹
介
す
る
。
木
簡
以
外
の
出
土
遺
物
に
は
、
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。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
　
「
（符
篠
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］∞『
Ｘ
］ωｙ
］
Ｓ
Ｐ

□
朝
　
　
　
　
　
　
�
コ
□
洲

□
い
□
　
□
　
□
　
□
剤
□
削
□

Ｇ那
（洋
ど

目

０
　
・
嗣
日
日
日
日
日
日
日
日
Ш
」

。
「［日日日日日日日日日日日
日日口日日日日日旧日日］」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∞］伽
〉〈卜伽
〉〈『　　ＯＰＰ

ω
は
呪
符
木
簡
で
、
板
目
の
薄
板
の
片
面
に
墨
書
が
あ
る
。
右
辺
は
割
れ
で
、

左
辺
上
部
に
も
欠
損
が
あ
る
。
上
端
に
は
整
形
前
の
切
断
痕
が

一
部
残
る
。

「戸
」
と

「鬼
」
を
組
み
合
わ
せ
た
符
篠
の
み
で
、
他
に
文
字
は
確
認
で
き
な

い
。
②
は
横
材
木
簡
で
、
上
端
と
右
辺
が
欠
損
し
て
い
る
。
各
行
に
概
ね
二
文

字
ず
つ
、　
一
一
行
分
が
残
る
。
文
字
は
大
半
が
消
え
て
い
る
。
①
は
完
形
で
、
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上
下
両
端
に
削
り
の
痕
跡
が
残
る
。
表
裏
と
も
複
数
行
に
わ
た
っ
て
文
字
が
記

さ
れ
、
梵
字
の
よ
う
な
文
字
も
あ
る
。
重
ね
書
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
習

書
木
簡
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
市
大
樹
氏
の

ご
教
示
を
得
た
。
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